
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

総
合
開
会
式
の
様
子
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鈴
鹿
の
森
か
ら
始
ま
り
、
森
里
川
湖
を
通
じ
て
人
と
自
然
が

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
く
コ
ラ
ム
で
す
。

鈴
鹿
山
麓
か
ら
湖
東
平
野
ま
で
広
が
る
巨
大
な
湖
東
カ
ル
デ
ラ

鈴
鹿
山
麓
か
ら
湖
東
平
野
ま
で
広
が
る
巨
大
な
湖
東
カ
ル
デ
ラ

　
湖
東
平
野
に
そ
び
え
る
赤
神
山
は
、

三
角
の
山
容
が
目
立
ち
、
赤
神
山
に
鎮

座
す
る
阿
賀
神
社
は
「
太
郎
坊
さ
ん
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
赤
神
山
を
は
じ
め
繖
山
や
雪
野

山
は
、
恐
竜
が
い
た
時
代
、
中
生
代
白

亜
紀
（
お
よ
そ
七
千
万
年
前
）
の
火
山

活
動
で
で
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
の
噴
火
の
中
心
は
、
甲
津
畑

か
ら
杠
葉
尾
を
含
む
非
常
に
広
い
範
囲

に
広
が
り
、
激
し
い
噴
火
に
よ
っ
て
火

山
体
の
陥
没
が
生
じ
、図
の
よ
う
に
「
湖

東
カ
ル
デ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
カ

ル
デ
ラ
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
湖
東
平
野
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に
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「
太
郎
坊
さ
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ま
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ま
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。

　
こ
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神
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を
は
じ
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山
や
雪
野
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は
、
恐
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が
い
た
時
代
、
中
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代
白

亜
紀
（
お
よ
そ
七
千
万
年
前
）
の
火
山

活
動
で
で
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
の
噴
火
の
中
心
は
、
甲
津
畑

か
ら
杠
葉
尾
を
含
む
非
常
に
広
い
範
囲

に
広
が
り
、
激
し
い
噴
火
に
よ
っ
て
火

山
体
の
陥
没
が
生
じ
、図
の
よ
う
に
「
湖

東
カ
ル
デ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
カ

ル
デ
ラ
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
規
模
は
、
現
在
世
界
最
大
の
阿
蘇

の
カ
ル
デ
ラ
（
東
西
18
㎞
、
南
北
24
㎞
）

に
匹
敵
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
活
発
な
火
山
活
動
は
、
巨
大
な
噴
火

口
か
ら
盛
ん
に
溶
岩
を
噴
出
し
、
そ
の

溶
岩
が
冷
え
固
ま
っ
た
岩
石
が
滋
賀
県

の
石
に
選
定
さ
れ
た
「
湖
東
流
紋
岩
」

で
す
。
太
郎
坊
阿
賀
神
社
の
夫
婦
岩
は
、

こ
の
湖
東
流
紋
岩
が
冷
え
て
固
ま
る
際

に
、岩
が
収
縮
す
る
こ
と
で
割
れ
目
（
節

理
）
が
生
じ
発
達
し
た
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
湖
東
流
紋
岩
は
、
東
近
江
地

域
で
は
古
墳
の
石
室
や
城
の
石
垣
等
を

は
じ
め
、
古
く
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
の

様
々
な
と
こ
ろ
で
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
人
類
が
誕
生
す
る
遥
か
昔
の
話
で
す

が
、
東
近
江
市
は
鈴
鹿
山
麓
か
ら
湖
東

平
野
ま
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広
が
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巨
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湖
東
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ル
デ
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の
上
に
形
づ
く
ら
れ
た
こ
と
を
、
太

郎
坊
さ
ん
が
静
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に
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れ

て
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ま
す
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の
暮
ら
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の
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で
利
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て
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ま
し
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類
が
誕
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る
遥
か
昔
の
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す
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東
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山
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で
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が
る
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大
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湖
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カ
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デ

ラ
の
上
に
形
づ
く
ら
れ
た
こ
と
を
、
太

郎
坊
さ
ん
が
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か
に
語
り
か
け
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れ

て
い
ま
す
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本
市
の
秋
を
代
表
す
る
恒
例

行
事
「
東
近
江
秋
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

３
日
に
は
、
二
五
八
祭
や
物

産
ま
つ
り
な
ど
が
開
催
さ
れ
、

近
江
牛
を
使
っ
て
直
径
２
メ
ー

ト
ル
の
大
鍋
で
作
っ
た
「
牛
肉

大
鍋
」
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。
他
に
も
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
マ
ル
シ
ェ
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

家
族
と
来
て
い
た
青
山
漸ぜ

ん

さ

ん
（
小
学
１
年
生
）
は
、「
初

め
て
来
た
け
ど
、
人
が
多
く
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
い
っ

ぱ
い
食
べ
も
の
が
あ
っ
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。
来
年
も
来
た
い

手
工
芸
作
品
と
の
心
躍
る
出
会
い

手
工
芸
作
品
と
の
心
躍
る
出
会
い

　
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
の
杜
ま
つ
り

　
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
の
杜
ま
つ
り

ワ
ン
コ
イ
ン
で
乗
り
放
題
！

ガ
チ
ャ
フ
ェ
ス

二五八祭で
お会いしました

　

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
ヘ

ム
ス
ロ
イ
ド
の
杜
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
り

は
、
普
段
は
手
工
芸
作
家
の
工

房
で
あ
る
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
村
を

開
放
し
、
ク
ラ
フ
ト
市
な
ど
を

通
じ
て
作
家
と
来
場
者
が
交
流

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
は
県

内
外
で
活
躍
す
る
手
工
芸
作
家

や
飲
食
店
な
ど
約
70
組
が
出

店
。
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
求

め
て
約
４
，０
０
０
人
が
訪
れ
、

大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
作

品
の
制
作
過
程
を
体
験
で
き
、

栗
東
市
か
ら
家
族
で
訪
れ
た
東

野
友
祐
さ
ん
（
小
学
5
年
生
）

は
、
鍛
造
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
Ｓ
字
フ
ッ
ク
作
り
を
体
験

し
、「
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
垂

直
に
リ
ズ
ム
よ
く
叩
く
と
う
ま

く
い
っ
た
。
自
分
の
ポ
シ
ェ
ッ

ト
を
吊
る
す
の
に
使
い
た
い
」

と
き
れ
い
な
曲
線
を
描
い
た

フ
ッ
ク
を
満
足
げ
に
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。　
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近
江
鉄
道
線
沿
線
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
や
活
性
化
に
向

け
た
新
た
な
取
組
と
し
て
「
ガ

チ
ャ
フ
ェ
ス
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
人
１
０
０
円
で
近
江
鉄

道
全
線
が
１
日
乗
り
放
題
と

な
り
、
約
２
万
人
が
近
江
鉄

道
を
利
用
し
て

各
駅
の
周
辺
で

行
わ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、

八
日
市
駅
を
は

じ
め
７
駅
周
辺
で
17
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
長
谷
野
駅
近

く
の
50
年
森
で
丸
太
切
り
を
し

た
井
上
結ゆ

う

仁じ
ん

さ
ん
と
矢
部
悠は
る

真ま

さ
ん
（
小
学
４
年
生
）
は
、

「
力
を
使
っ
て
疲
れ
た
け
ど
楽

し
か
っ
た
」
と
少
し
疲
れ
な
が

ら
も
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

で
す
」
と
満
足
げ
に
話
し

ま
し
た
。

　

４
日
の
農
林
水
産
ま
つ

り
で
は
、
新
鮮
な
市
内
農

畜
水
産
物
の
販
売
や
ピ
ザ

作
り
体
験
な
ど
も
あ
り
、

大
勢
の
人
が
秋
空
の
も
と

２
日
に
渡
っ
た
秋
ま
つ
り

を
満
喫
し
ま
し
た
。

買
っ
て
食
べ
て
踊
っ
て
、
秋
満
喫
！

買
っ
て
食
べ
て
踊
っ
て
、
秋
満
喫
！

　
　
　
　
東
近
江
秋
ま
つ
り

　
　
　
　
東
近
江
秋
ま
つ
り

５０年森での木のぼり体験と丸太切り

鹿児島国体レポート鹿児島国体レポート

　コロナ禍で 2020年から2023年に延期になっ
た国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体・かご
しま大会」が 10月に開催されました。
　正式競技37、特別競技1の合計38競技に選手や
監督、役員など大勢が参加し 11日間の全日程が
無事に終了しました。
　長年親しまれてきた国民体育大会（国体）の名
称は今大会が最後となり、来年の佐賀県での開催
からは国民スポーツ大会（国スポ）へ変わります。

©鹿児島市

滋賀県選手団の成績結果滋賀県選手団の成績結果

PRアンバサダー小梶孝行選手PRアンバサダー小梶孝行選手がが出場出場
　本市の国スポ PRアン
バサダーである小梶孝行
選手がカヌースプリント
に出場されましたが、惜
しくも準決勝敗退。
次回に期待し
ましょう！

天皇杯（男女総合成績）　17位

皇后杯（女子総合成績）　15位

　いよいよ 2年後に迫った滋賀県での開
催。今後も滋賀県出身選手の活躍に注目です。

令和４年栃木国体 20位

令和４年栃木国体 24位
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大勢の人が乗り降りする
八日市駅ホーム

新鮮な農畜水産物がずらり

ミニトマトすくいに夢中 米粉のピザ生地にトッピング
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